









- 97 - 
 
























構造（SOV 構造）を基に考察されるというのが一般的であった（cf. Fujii and Ono 2000；




- 98 - 
 
 
(1) Data 15  
109.      R: 一応今生化学っていうことで. 
110.      A: ふ:::んふんふん 
111.        (0.5) 
112.      A: え- で将来どうするつもりなんです? 
113.     R: ↑は::hah あ:::なんかもし行けたら国連とか::, 
114.      A: [ふ:::ん            
115.      R: [そういうなんか国際機関で:::, 
116.      A: あそうなのふ::ん 
 
例(1)の 113 行目にみられる助詞「は」の使用に着目されたい。話者 R のこの発話は、
113 行目の話者 A の発話（質問）を受けて、「は」から始まっていることが分かる。
一般的に、助詞の「は」は、主題や対比を表わす助詞として知られており、「（主題
X）は（述部 Y）」という規範的な文構造の中で使用されると考えられてきた（三尾












目を集め、古くから数多くの研究が行われてきた（大野 1978；北原 1981，堀口 1995，
三尾 1948；三上 1960，1963；森田 2002；Clancy and Downing 1987，Kuno 1973；Kuroda 

















































discourse）のデータを基に、Clancy and Downing（1987）が談話上のまとまり（discourse 
cohesion）、また Iwasaki（1987）が变述のスコープ設定（scope-setting）という観点か




















- 101 - 
 
(2) Hayashi（2004: 345）(5) 
1.  Masaki: s(o)yakara: a:no:::u::moshi- (.)  
   
2.     rokuji han yatta yan NA::.  
 
3.  Hiromu: u:n. 
 
























ータとして扱った。これらの会話は 2003 年から 2010 年の間に録音されたもので、そ
れぞれ 4.5 分から 45 分のセグメントで計 28 セット、総計時間は約 7 時間である。(6) 会
話の参加者は、日本語を母語とする大学生または大学院生で、20 代から 40 代の男女
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Turn 1:  A:  （焦点となる情報の提示 + 相手の反応を伺う要素） 
   
Turn 2:  B:  （「うん」「はい」などの相槌や応答詞を含む発話） 
Turn 3:  A:     は(::)（述部：否定形や疑問を含む発話が後に続く） 
 
＜環境②＞ 
Turn 1:  B:   （焦点となる情報の提示 +「質問・疑問」を投射する要素） 
 
Turn 2:  A:     ()は(::)（質問・疑問の答えとなる発話） 
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＜環境③＞ 
Turn 1:  B:    （独立した質問文・疑問文の形をした発話） 
 
Turn 2:  A:     は::（質問・疑問の答えとなる発話、又はそれに繋がる発話） 
 
Turn 3:  B:    A の発話に対する反応・応答を表わす発話やそれに関する質問 
 
使用環境 使用例数 韻律的特徴 全体 
環境① 5 例 は(::) 
ピッチ：顕著な変化はあまりみられない 
母音の長さ：若干長音化されるものもある 
14 例 環境② 5 例 
()は(::) 
ピッチ：顕著な上昇が伴うか、高めの発話 
母音の長さ：長音化が伴うケースがほとんど 環境③ 4 例 
表 1 発話頭に現れる「は」が使用される環境とその使用例数 
 













































(3) Data 14  
11.    Y: も::: すごくさむくって:::, 
12.    R: えっ[そうなんだ. 
13.   Y:    [うん, もう思わず(.)持ってきたコート::?  
14.    R:うん= 
15.  Y: =はもう薄くて::,  
16.    R: うん 
17.   Y:=>着られなくって< そこでコー[ト(.)を]買ったみhたhいhなhhh= 
18.    R:                      [買った ] 
19.    R: =*え:*:::::::::::[::h? 
20.     Y:                    [う:::::ん, そう. 
 
Turn 1:  A:  （焦点となる情報の提示 + 相手の反応を伺う要素） 
Turn 2:  B:  （「うん」「はい」などの相槌や応答詞を含む発話） 
 
Turn 3:  A:   は(::)（述部：否定形や疑問形を含む発話が後に続く） 
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この会話では、13 行目で、Y が焦点となる情報「持ってきたコート::?」を提示した後、
聞き手 R の反応（14 行目）を受けて、15 行目の発話頭で「は」が使用されている。











頻繁にみられるが（Fox et al 1996；Hayashi 2004a）、発話頭の「は」が①のような環














ように、否定辞を含む表現の共起がしばしばみられる（cf. Clancy and Downing 1987；
McGloin 1987）。同様の例として、例(4)を参照されたい。まず、この会話の背景とし
て、話者 M と Y は、某大学で行われる日本語弁論大会を計画している日本語のティ





(4) Data 22 
296.     M:  オーディエンスなんて何もしないでさ:::, 
297.        そこ行ってクレ- エクストラクレジットとかもらえて::, 
298.        (0.3) 
299.     Y: [まぁね::: 
300.     M: [出る人は:: 作文書いて覚えて発表して:: って. 
301.     Y: う::ん. 
302.     M: それ::: [が目的- 
303.   Y:       [それなりに何かあれがあるのかね::,  
304.        やっぱ申し込む°つったら° 
305.     M: ↑ね 
306.   Y: うん, 面倒くさいとか:: 
307.       (0.2) 
308.    M: う::ん 
309.   Y: はないのかな::, 
310.       (2.0) 
311.     Y: °申し込むのにね?° 
312.   (1.5) 
313.    M: なん- 二月九日までだよね:: 
314.    Y: うん. 
 
この会話では、303 行目で、話者 Y が大会に参加する学生の側としての心境について
「それなりに何かあれがあるのかね::,」（303 行目）と述べている。この発話には、 い





























(5) Data 11 
1.       K:  はい(.) じゃあ::やりましょう:::,  
2.          えっとですね:::, どうでした::?  
3.        まずその::ファイナルのグループとか::. 
4.     T: あ [は:: 分けました.  
5.       S:   [分け-  
6.       K: [大丈夫 
7.       S: [はい, でき[ました. 
8.       K:          [何の問題もなく.  
9.       S: はい.  
10.     K: うん. OK. で- 
11.   T: [ただね::,   
12.     S: [おそらく 
13.     T: トピック::ちょろっと話したん [だけど::::, 
14.     S:                         [そうですね. 私も.  
Turn 1:  B: （焦点となる情報の提示 +「質問・疑問」を投射する要素） 
 
Turn 2:  A:   ()は(::)（質問・疑問の答えとなる発話） 
Turn 3:  B:   A の発話に対する反応・応答を表わす発話やそれに関連する質問 
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15.     T: 具体的に(.)思い(.)浮かばないようなこと言ってたね,  
16.       =女性問題(.) って書いてあったけど-   
17.       =その::男と女の[とこ 
18.     K:            [うん.   
19.     T: =まだやってないじゃない?  （→ 続く） 
 
例(5)の会話では、3 行目の K の発話「まずその::ファイナルのグループとか::.」を受
けて、4 行目で T が「あは::分けました.」と応答している。この T の発話にみられ
る「は」は、「ファイナルのグループ」に付随したものと解釈でき、「X は Y」という
規範的な「文」を構成する要素が 3-4 行目の K と T の発話にまたがって現れているこ
とを示している。このような環境に現れる「は」は、焦点となる情報についてのコメ
ントや説明を促す発話、言い換えると、質問や疑問を投射する要素を含む発話に付随
して現れているという特徴がある。実際、例(5)では、2 行目で、まず話者 K が「どう
でした::?」とお互いのクラスについての全体的な質問を投げかけた後に、具体的な内
容として「ファイナルのグループ」という情報を提示しているため、「ファイナルの
グループ」についての発話を T と S に促す流れとなっている。従って、「は」以後の
発話は、その投射された質問に応じる形で、発話上の「文構造」を協力的に構築する
という役割を果たし、相互行為を円滑にしていると言える（cf. Hayashi and Mori 1998；











形で発話されていることや、10 行目で、K が「うん. OK.で-」と話を次に進めようと
した直後に、T が「ただね::」と 11 行目で問題点を切り出していることも、発話頭の
「は」が単なるフラットな応答ではないことを証明していると言えるだろう。 
 このように、相手の直前の発話を受けて使用される「は」は、発話上の「文構造」











(6) Data 15  
56.     A: ↑え- 専攻は何なんですかここ. 
57.       (1.0) 
58.     R: え- まだ一年生なんで:::, 
59.     A: うん. 
60.     R: わかんないんですけど一応生化学を, 
61.     A: [生化学ね::: 
62.     R: [取ろうかな::は::い. 
63.     A: は- で- (.) あの::: ◯◯選んだのは:  
64.   R: は:: 生化学がすごい (.) 有名だってことを:::, 
65.        [ま::父親から聞いたんで::, 
66.     A: [あ::そうなの? 
67.    R: ま::是非 [って感じで 
68.      A:        [n- あ- ごめんなさいね- あ- あのじゃ-（→ 関連する質問へ） 
（注: 63 行目の話者 A の発話「◯◯」には大学の名前が入る） 
 
まず、この会話では、56 行目で A が R の専攻について質問した後、63 行目で R が◯
◯大学を選んだ理由について聞いている。この 63 行目の話者 A の発話「あの::: ◯◯
選んだのは:」は、いわゆる分裂文（cleft sentence）の一部となっており、その文構造



























で示した A と R の会話の続きにあたる部分でもある。（なお、ここでは以下の例は、
便宜上例(7)とする。） 
 
(7) Data 15 (= (1))  
103.      R: そういう(.) 色んな方面があの- 免疫学だったり[が選べるので::, 
104.      A:                                 [う:::ん 
105.      R: それを取っといた方がいいんじゃないかっていう [アドバイザーの 
106.      A:                                 [ふ:::ん 
107.      R: 忠告で. 
108.      A: あ::そうだよね. 
Turn 1:  B: （独立した質問文・疑問文の形をした発話） 
 
Turn 2:  A:  は::（質問・疑問の答えとなる発話、又はそれに繋がる発話） 
Turn 3:  B:   A の発話に対する反応・応答を表わす発話やそれに関連する質問 
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109.      R: 一応今生化学っていうことで. 
110.      A: ふ:::んふんふん 
111.        (0.5) 
112.      A: え- で将来どうするつもりなんです? 
113.     R: ↑は::hah あ:::なんかもし行けたら国連とか::, 
114.      A: [ふ:::ん            
109.      R: [そういうなんか国際機関で:::, 
110.      A: あそうなのふ::ん 
111.      R: あの::: WHO って>ありますよね世界保健機関って<, 
112.      A: はいはいはい[はい 




向かったところで（108-111 行目）、話者 A が話題を若干シフトさせる質問を投げかけ










(8) Data 17  
99.       H:その:::: 四年制:::[なんですよ. 
100.      Y:               [う:::ん.  
101.       H: んで:: んで- 日本の高校に合わせると三年制[になるんで:::,  
102.      Y:                               [三年制::うんうんうん 
103.      H: 9 年生から[60 人入っ↑て::, 
104.      Y:        [うん. 
105.       H: 10 hh 年生からまた 60 人入るって[いう:::, 
106.      Y:                       [へ::::::::: 
107.      H: どっちでもいいよみたいな[(.......) 
108.      Y:                  [あ:::そうなんだ. おもしろいね::= 
109.     H: =で僕は 9年から入ってたん[で:::一応四年間: 
110.      Y:                   [へ::::::::そっかそっかそっかそっか 
111.        =え(.)じゃどういうふうに教育を受けていくの:::? 
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112.    H: n- n- ↑は: なんか:::, 
113.      Y: 英語↑で::? 
114.      H: m- え::半分英語で:::, 
115.      Y: [うんうんうん 
116.      H: [半分日本語ぐらいですね:: 
117.      Y: あ:::それなんか- 授業の一時間中半分英語で半分日本語? 
118.      H: [いや- はい.  
119.     Y: [それとも::: 
120.      H: 授業によって:::日本語(.)あるいは英語って感じで （→ 続く） 
 
























































の構文「X は Y です」の一部として重視されているが、その複雑な概念から（また、
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Transcription symbols  










*あ* きしみ音（creaky voice）を示す 
 矢印のすぐ後の発話が急に高い（または低い）ピッチで発話されたことを示す 
. 下降調のイントネーション 
,  継続調のイントネーション 
?  上昇調のイントネーション 
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